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細胞外分泌顆粒であるエクソソームは、その内部にmicroRNAsを内包している
ことが発見された2007年以降、その生物学的意義を追求する研究が加速して
いる。特にがん細胞が分泌するエクソソームは、がんの浸潤・転移はもとより、  
薬剤耐性等にも関与しうることが示されたことから、エクソソームを診断・治療に
応用しようとする動きが世界中で活発化している。本発表では、こうした    
エクソソーム研究の現状を概観するとともに、体液中のエクソソーム診断が、
liquid biopsyに貢献しうる可能性について 

具体例を紹介する。 
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